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研究課題

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・学校臨床心理学特論（後期）
・発達心理学特論（前期）
・臨床心理学特論Ⅰ（前期）
・臨床心理学演習Ⅰ・Ⅲ（前期）、Ⅱ・Ⅳ（後期）
・臨床心理基礎実習（通年）
・心理教育特論（分担担当）
・心理実践実習

言語発達障害におけるコミュニケーション支援について
マカトン法適用事例の研究

　【教育上の特記事項】

大学院博士後期課程
担当科目

通信教育部担当科目
・人間論Ⅱ（添削）

授業科目

学部担当科目

・発達心理学（前期）
・発達心理学Ⅱ（後期）
・臨床心理学基礎実習（前・後期）
・障害者・障害児心理学（後期）
・心理アセスメント実習Ⅰ（前期）
・カウンセリング実習Ⅱ（後期）
・臨床心理学演習Ⅰ・Ⅲ（前期）、Ⅱ・Ⅳ（後期）

　【研究上の特記事項】
臨床心理学は実践の学問であるため、理論と臨床をつなぐことを研究の視点として重視してい
る。学内をはじめ、多方面、多職種連携を強め、現場の実践を重視して実証的な研究をすすめ
たい。

授業においては心理臨床の地域支援活動等の経験から、臨床現場の実状・実践の具体的内容
について取り入れ、できるだけ身近な問題と関連させるようにしている。　課外教育としては、地
域臨床実践研究会の運営にかかわり、ボランティア活動や施設見学を通して社会的状況を理解
する機会を学生に提供している。　また、土曜夜に大学院生及び修了生に対して、臨床実践支
援のため臨床心理クリニックにて教員・相談員とともにケースカンファレンスを定期的に実施した
り、国家資格となった公認心理師受験に向けての勉強会を実施し、修了生のフォローを行った。

大阪教育大学大学院教育学研究科修士課程

教育学修士

発達臨床心理学

令　和　元　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本発達心理学会、　　日本心理臨床学会、　　日本児童青年精神医学会、　　日本ＬＤ学会、
日本コミュニケーション障害学会、　　　日本子ども虐待防止学会

最終学歴

専門分野

所属学会

日本マカトン協会ＲＥＰ（公認講師）
滋賀県特別支援教育支援委員、滋賀県自殺対策連絡協議会委員、長浜市就学指導委員、
長浜市就学前特別支援検討委員、滋賀県臨床心理士会理事、滋賀県言語聴覚士会監事、
臨床発達心理士滋賀支部役員、
滋賀県子ども若者審議会児童養護施設等の子どもの権利擁護部会委員
近江学園第三者評価委員、児童養護施設京都聖嬰会苦情解決委員会第三者委員、
聖徳園苦情解決委員会第三者委員
＜講師等＞
＊「ことばの遅れのある方とのコミュニケーションの工夫～マカトン法を中心に～」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　京都市地域リハビリテーション推進センター主催研修会
＊「新版K式発達検査2001からみたアセスメント　～３葉・４葉（主に2歳から6歳）の発達アセスメ
ントと支援を考える～」　　　　　　　　滋賀県教育委員会主催研修会
＊「傾聴の心と技術（２）」　　　　　　傾聴ボランティア「なら」主催研修会
＊「マカトン法基礎Ⅰ、基礎Ⅱ、アドバンス」　　　　　　　　日本マカトン協会主催ワークショップ
＊発達支援のための研修会　　　　　　　近江八幡市子ども健康部幼児課主催事例検討会
＊滋賀県スクールカウンセラー
＊児童養護施設心理セラピスト
＊特別支援教育巡回相談員（守山市・野洲市）  等

　【社会的活動】

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

臨床心理クリニック所長、予算委員、企画委員、人事委員、
大学院臨床心理学コース主任、認定心理士申請委員、地域臨床実践研究会責任者



単

単

（その他）
事例論文を読んで 大学院修了生の事例論文に対するコメ

ントを書いたものである。
令和元年10月

奈良大学クリニック紀
要No.11

発語がない自閉症男児の3歳10か月か
ら7歳4か月までのマカトンサイン指導
の経過を報告した。三項関係の成立、
模倣増加、サインによる命名がみられ、
発語に至るまでにもサインが有効な役
割を果たすことを報告した。

令和元年7月
ミネルヴァ書房
「発達」159号

（事例報告）
「マカトンサインの指導をした発
話のない自閉症事例－前言語
期を支援するツールとしてのサ
インの役割を考える－」

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月
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共著
の別

概　　　　　　　要


